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あがつま
年間聖句

『兄弟たち。あなたがたは、自由を与えられる

ために召されたのです。ただ、その自由を肉の

働く機会としないで、愛をもって互いに仕えなさい。』

（ガラテヤの信徒への手紙５章１３節）

♪

賛

美

歌

を

歌

お

う

⑫

『
あ

さ

か

ぜ

静

か

に

ふ

き

て

』

（
讃

美

歌

：
３

０

番

）

作

詞

者

は

『
ア

ン

ク

ル

ト

ム

の

小

屋

』

の

作

者

と

し

て

知

ら

れ

る

ス
ト

ウ

婦

人

（1811-1896

）

で

す

。

ス

ト

ウ

夫

人

の

父

ラ

イ

マ

ン

・
ビ

ー

チ

ャ

ー

は

会

衆

派

教

会

の

牧

師

で

、

奴

隷

制

度

廃

止

運

動

の

支

持

者

で

、

『
地

下

鉄

道

』

（
奴

隷

制

が

認

め

ら

れ

て

い

た

南

部

諸

州

か

ら

、

奴

隷

制

の
廃

止

さ

れ

て

い

た

北

部

諸

州

や

カ

ナ

ダ

に

黒

人

奴

隷

が

亡

命

す

る

こ

と

を

手

助

け

し

た

組

織

）

の
協

力

者

で

し

た

。

そ

う

し

た

父

の

も

と

で

、

ス

ト

ウ

夫

人

は

奴

隷

制

度

の

悲

惨

な

現

実

を

目

の

当

た

り

に

し

ま

す

。

一

八

五

〇

年

に

『
逃

亡

奴

隷

法

』

（1850

年

法

）

が

法

制

化

。

逃

亡

に

協

力

し

た

個

人

は

処

罰

さ

れ

る

と

共

に

、

逃

亡

奴

隷

を

捕

ら

え

た

者

に

は

報

奨

金

が

支

払

わ

れ

る

と

す

る

こ

の

法

律

に

憤

慨

し

た

ス

ト

ウ

夫

人

は

、

奴

隷

制

度

の

実

体

を

告

発

す

る

こ

と

を

決

意

し

『
ア

ン

ク

ル

ト

ム

の

小

屋

』

を

執

筆

し

ま

す

。

大

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

と

な

っ
た

こ

の

本

が

、

奴

隷

解

放

の

た

め

の
南

北

戦

争

（1861-65

）

を

呼

び

起

こ

し

た

と

さ

え

言

わ

れ

て

い

ま

す

。
『
あ

さ

か

ぜ

静

か

に

ふ

き

て

』

は

こ

の

ス

ト

ウ

夫

人

の

朝

の
祈

り

の

中

で

生

み

出

さ

れ

ま

し

た

。

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

（1809-1847

）

作

曲

、

無

言

歌

集

第

二

集

『
慰

め

』(
O

p.30
N

o.3
)

に

基

づ

い

た

美

し

い
旋

律

が

印

象

的

な

賛

美

歌

で

す

が

、

美

し

い

メ

ロ
デ

ィ

ー

に

酔

い

し

れ

て

歌

う

だ

け

で

な

く

、

当

時

の

奴

隷

解

放

運

動

に

思

い

を

は

せ

な

が

ら

歌

っ

て

い

た

だ

き

い

賛

美

歌

で

す

。

（
稲

垣

真

実

）


